
「実践報告」「調査報告」投稿の呼びかけ 

「保健医療社会福祉研究」誌の編集委員会では、「実践報告」という投稿枠を設けています。主な目的
は、実践現場の会員の投稿がより促進され、実践と研究の相互交流が強化されることによって、保健医療
社会福祉学の発展に寄与することです。実践現場では、従来の書物や論文等に整理された知識や理論だけ
では対応しきれない問題が次々に生じ、試行錯誤的な取り組みが行われているはずです。またそうした実
態や実践にもとづいた社会福祉調査も行われているはずです。また、今後の医療・介護制度改革によっ
て、実践上の課題や活動の枠組みに変化が生じることも予想されます。保健医療社会福祉は、純粋科学で
はなく、人びとの直面する現実の健康・生活問題に向き合い、その問題解決に寄与しようという実践科学
です。実践現場での情報提供や課題提起を促進し、実践と研究の密接な関係に立って、保健医療社会福祉
を発展させるために、実践現場の方々からの積極的な投稿を期待します。 

「実践報告」「調査報告」 

目的：主として現場の会員の実践経験に関わる各種の情報の紹介を行ったり、そうした実践に伴って社
会福祉調査を行ったりすることで、今後の理論化のために論議の必要な課題を提起することによ
り、今後の保健医療社会福祉の理論化・体系化に寄与すること。 

内容：保健医療社会福祉の対象の理解や実践活動に関わる報告、広く会員の実践家・研究者に知らせる価値 
があると思われるようなもので、量的質的な実践および調査報告であればどのようなものでも
可。 また、今後の理論化や価値判断に関わる問題提起など、内容については、多岐にわたると予想
されるが、たとえば、次のような報告が考えられる。 
・従来あまり紹介されていない新しい特殊なタイプの疾病・問題に関わる情報
・制度の改変等に伴う新しいタイプの問題や実践課題の変化について
・実践の場の変化に伴うソーシャルワーク業務の変化や共通性について
・技術革新や社会の変動に伴い新たに価値判断を求められる課題について

構成：構成および形式については、以下の「研究論文」に準じることが望ましいと思われますが、内容
により柔軟に適用したいと考えていますので、投稿時にご相談下さい。 

「研究論文」 

内容：保健医療社会福祉に関する何らかの研究課題について、実証的データや理論的考察によって、何らか
の結論を明示するもの。 

構成：研究内容によって多少の相違がありうるが、概ね次のような構成となる。 
Ⅰ．緒言（序論、はじめに） 研究の背景・意義、先行研究レビュー、研究目的、研究課題 
Ⅱ．研究方法（調査方法）  研究・調査の方法に関する記述や使用するデータの出所、倫理的配

慮等 
Ⅲ．研究結果（調査結果） 研究・調査の結果・成績（考察や結論に関わる研究・調査の結果を

できるだけ解釈を交えずに客観的に提示する） 
Ⅳ．考察（考案、討論）  研究結果の評価、解釈、予想される異論に関する討論等 
Ⅴ．結語（結論、おわりに）   結論、今後に残された研究課題 

注、文献、付記など 
（質的研究ではⅢとⅣを完全に分離することが困難な場合があり、「結果と考察」のようにまとめて記述
することもあるが、その際にも、客観的事実の部分と著者の考察・意見に関わる部分は区別して記述す
ることが必要） 


